
一般社団法人 日本鋼構造協会 

鋼構造シンポジウム２０２２ 
http://www.jssc.or.jp/symposium/index.html

－最先端の鋼構造技術で明日を拓く－ 

日本鋼構造協会では、協会活動成果の発表および会員ならびに鋼構造関係者相互の交流の場として、2004 年より
「鋼構造シンポジウム」を開催しています。今回の開催方法は、会場＋オンラインによるハイブリッド開催といた
します。主な内容を以下のプログラムにまとめましたので、ご覧ください。 

なお、会員企業によるパネル展示ならびにご参加の皆様による交流・懇親パーティーは中止といたします。 

期 日：2022 年 11 月 17 日(木)～18 日(金) 

会 場：東京ファッションタウン(TFT)ビル 東館９Ｆ（東京都江東区有明 3 丁目 6 番 11 号） 

開催方法：上記会場 ＋ オンライン 

参加方法：【会 場 参 加】直接会場受付にお越し下さい。名刺を 1 枚ご用意願います。 

：【オンライン参加】上記 JSSC ウェブサイトよりお申込ください。 

資 料：JSSC ウェブサイトよりダウンロードのうえ、ご持参願います（原則当日配布なし） 

注意：事務局の許可なく撮影録音はできません。また、SNS等各メディアでの無断公開はご遠慮ください。 
ご来場の際はマスク着用、手指消毒等、新型コロナウイルス感染予防対策にご協力をお願いいたします。

新交通ゆりかもめ「東京ビッグサイト」駅 直結   りんかい線 「国際展示場」駅 徒歩 5分 

＜問合先＞(一社)日本鋼構造協会「鋼構造シンポジウム」係 TEL：03-3516-2151 E-mail：JSSC-INFO@jssc.or.jp 

東館９階（Ａエレベータが便利です） 



プ ロ グ ラ ム 
（状況により変更される場合があります。敬称は略させていただきます。）

アカデミーセッション（第 30 回 鋼構造年次論文報告集講演会）
１7 日(木)10：00～17：45 研修室 905・907 ＋ オンライン 
１8 日(金)10：00～17：15 研修室 904・905・907 ＋ オンライン 

当協会では、1993 年度から「鋼構造年次論文報告集」を刊行し、掲載論文・報告の講演会を鋼構造シンポジウ
ムの場で“アカデミーセッション”として継続開催し、鋼構造に関わる研究者・技術者および学生の発表の場、情
報交換の場として例年ご好評をいただいております。

30 回目の開催となる本年度は、会場及びオンライン会議システム(Zoom)を用いたハイブリッド形式での講演
会を実施する予定としております。例年セッションごとに行っている若手研究者（35 歳以下）を対象とした“優
秀発表表彰”も実施いたします。 

資料：「鋼構造年次論文報告集 第３０巻(CD)」（事前登録による購入価格 会員：4,000 円＋税、非会員：4,500 円＋税） 

会場購入特価：５，０００円（税込・会員/非会員共通） 

特別セッション 「建設 DX の動き」 
18 日(金)15：30～17：35 研修室 904 ＋ オンライン 

本特別セッションでは、2021 年度の日本鋼構造協会技術情報誌（JSSC 誌）の特集記事をベースとして、ＤＸ
をめぐる JSSC 関連省庁の推進政策及び鋼構造関連の設計・施工・製作・維持管理・人材育成の各分野における
最先端の取り組みを紹介します。  

1. 開会挨拶（概要説明） ：中村 聖三（長崎大学、広報・普及委員会委員長） 
2. 経済産業省の進める DX 推進政策と産業界への期待 ：経済産業省 情報技術利用促進課 制度班
3. 橋梁建設における DX
4. 設計における DX への動き
5. 鉄骨・橋梁製作における DX の動き
6. インフラメンテナンスの DX を目指して
7. DX の実現を支える人材育成プログラム
8. 終了挨拶

：嵯峨山 剛（(一社)日本橋梁建設協会） 
：坂井 悠佑（㈱日建設計） 
：播磨 裕敏、宍戸 敏（日本ファブテック㈱） 
：阿部 雅人（㈱ベイシスコンサルティング） 
：藤井 正和（㈱IHI）  
：杉浦 邦征（京都大学、技術情報誌編集小委員会委員長） 

溶接部の必要性能研究小委員会 活動報告 
18 日(金)13：00～15：00 研修室 904 ＋オンライン 

高強度鋼材の溶接接合部を対象に、溶接施工技術に関して残されている課題を詳らかにすると共に、その成果
を日本鋼構造協会規格（指針）「JSS Ⅳ 13-2016 建築鉄骨溶接部の機械的性質の標準試験マニュアル」に逐次反
映しオーソライズしていくことを目的とし、各種溶接部の脆性破壊に対する必要性能を明確にするための委員会
を立上げ活動を行ってきました。 

本講演では、以下の委員会成果ならびに成果を取り纏めたテクニカルレポートを紹介します。 

1. 委員会活動概要（テクニカルレポートの紹介） ：山田  哲（委員長、東京大学） 
2. CO2 溶接継手試験と必要性能（靭性値）の評価 ：島田 侑子（千葉大学） 
3. ES 溶接継手試験と必要性能（靭性値）の評価 ：松本 由香（横浜国立大学） 
4. 数値解析による必要性能の評価 ：伊山  潤（東京大学） 
5. 質疑応答
6. 総括 ：山田  哲（委員長、東京大学） 

（司会：下川弘海（JFE スチール㈱） 記録：焦瑜（東京都市大学）） 
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